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を呈して いるが, 出門の書ともいえるだけの 味のあ
る本である｡ 最近刊行 されたこの種の本に, Victor
Purcell:TheRevolutioninSoutheastAsia,1962
があるが,東南アジアの現代政治の動態を内在論理的
に多角的に生き生き捉えている点では,Purcellのも
のより本書のほうが高 く買える (Purcellの知識は,
該博かつ正確だが,どちらかといえば歴史的な叙述に
かたより,現代政治にたいする問題意識に立体的な深
みがな く,また冷た過ぎるきらいがある)0
本書の構成を見ると,第一章.アジア的基盤と西欧
の感化,第二章.最初の政府選択,第三章.肌に合っ
た政治制度の探索,この三章で,東南アジア諸国が過
去辿ってきた試行錯誤の道程と将来辿る可能性のある
道筋が,明快に描かれている｡現在に至るまでの複雑
な歴史的経緯が,各国別に,まったく要領よく,整理
されている｡第四章.政治過程,は短いわりに充実し
ている｡この地域の政治の動向を左右する要因の所在
を知る上で,大いに参考になる｡ 第五章. 政府の施
政,第六章.宿弊と政策変更,では,諸国の社会体制
近代化の態様と,近代化を妨げる要因とが,多面的に
追求されており,興味深い｡第七章,共産主義の挑戦,
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